
 

 

〇１８８７年（明治２０） 私立西筑摩郡教育会誕生（教職員の自主的研究団体） 

〇１８８９年（明治２２）  信濃教育会岐蘇部会と改称（県下で６番目に入会） 

〇１９０２年（明治３５） 郷土調査（地理歴史）開始 

〇１９１５年（大正 ４） 『西筑摩郡図』発行 

〇１９３６年（昭和１１）  社団法人木曽教育会設立(創立５０周年） 

〇１９３７年（昭和１２） 木曽教育会館落成 『郷土図譜』刊行 

〇１９４６年（昭和２１） 会報『清音』創刊 

〇１９４７年（昭和２２）  藤村記念館落成 

（木曽教育会の全面的協力神坂小中学校児童生徒ら労力奉仕）   

〇１９４８年（昭和２３） 第１回木曽夏期大学開講（大正の頃から夏期講習で著名人を招聘し研修会を実施していた）                            

〇１９４９年（昭和２４） 委員会を組織化し、６部４３委員会 

〇１９５０年（昭和２５） 会誌『木曾教育』創刊（表紙絵・題字 石井鶴三 氏） 

〇１９５３年（昭和２８） 木曽郷土館 創建（学制８０年記念事業として土蔵改修：木曽教育会館北隣） 

〇１９５６年（昭和３１） 木曽教育会７０周年記念事業：島崎藤村「夜明け前」文学碑建立 沿革誌発刊 

〇１９６４年（昭和３９）  会員研修講座 第１回郷土見学遠足（薮原宿～鳥居峠～奈良井宿）実施。参加者１６０名 

〇１９６６年（昭和４１） 木曽教育会８０周年記念事業：『木曽郡図』改訂版発行、『木曽の校歌』 

『沿革誌』発刊 

〇１９６８年（昭和４３） 『木曽～歴史と民俗をたずねて～』創刊     

〇１９７６年（昭和５１） 木曽教育会９０周年記念事業：木曽郡 

図改訂版発行 

〇１９８１年（昭和５６） 『木曽～歴史と民俗を訪ねて～』改訂 

版発行 

〇１９８６年（昭和６１）  木曽教育会１００周年記念事業：百年 

誌刊行、藤村文学「すべての人を師と 

せられよ・・」建立、『木曽民謡集』 

復刻版出版、教育会館大修理       

〇１９８９年（平成 元）  登山のしおり『御嶽』刊行            

〇１９９３年（平成 ５）  『木曽～歴史と民俗を訪ねて～』三訂版発刊（郷土館部） 

〇１９９６年（平成 ８） 木曽教育会１１０周年記念事業：『木曽図譜』の改訂・復刻 

〇１９９７年（平成 ９） 木曽夏期大学５０回回顧資料『清音涼風』の発行、 登山のしおり『駒ヶ岳』刊行 

〇１９９８年（平成１０）  木曽夏期大学午前日程に変更。教養部「研修講座」「親子の郷土遠足」開設 

〇２００１年（平成１３） 郡研修日を設定し、同好会等の活性化を図る 

〇２００２年（平成１４） 研究調査部１０委員会、郷土館部民俗、考古両委員会を、郷土調査委員会へ統合 

〇２００５年（平成１７） 平成の大合併により、郡内小中学校６校減、２２校。 

〇２００６年（平成１８） 木曽教育会１２０周年記念事業：小学校社 

会科資料集『わたしたちの郷土』中学校社 

木曽教育会の歩み 

【藤村記念館】 

【土蔵を改修利用した木曽郷土館】 



会科資料集『郷土木曽・地理編』『郷土木 

曽・歴史編』改訂発行。沿革誌、会誌『木 

曾教育』総目録 CD 化                                   

〇２０１０年（平成２２） 『木曽～歴史と民俗を訪ねて～』四訂版発刊 

〇２０１３年（平成２５）  一般社団法人木曽教育会へ移行 

〇２０１５年（平成２７）  組織再編統廃合、５部１２委員会 

〇２０１６年（平成２８）  木曽教育会１３０周年 

○２０１９年（平成３１） 夏期大学全日程を木曽町文化交流センターで実施 

○２０２０年（令和 ２） 新型コロナウイルス感染症予防のため夏期大学等諸事業を中止 

〇２０２１年（令和 ３） 新型コロナウイルス感染症予防のため総集会、夏期大学をリモート開催 

二校目教師の集いをはじめて実施 信州教育の日木曽大会 11月 20日実施 

             八月 木曽川の増水で和室など床下浸水 11月復旧工事 

             公共目的支出計画期間終了への対応として長机、カーテン、照明の取替等実施 

〇２０２２年（令和 ４） 新型コロナウイルス感染症予防のため２年続けて総集会、夏期大学をリモート開催 

             七月 木曽教育会館浸水防止の為、本工事までの簡易的な土嚢設置 

○２０２３年（令和 ５） 第 137回総集会を４年ぶりに上松町ひのきの里文化センターに参集して実施 

○２０２４年（令和 ６） 第 13８回総集会を木曽文化公園文化ホールに移して実施 

             木曽夏期大学に伊藤由希子先生(日本女子大学)を新しい講師としてお迎えし開講 

             木曽教育会館の移転について具体的な検討を進める 

【木曽川際に建つ木曽教育会館】 


